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中1ギャップの克服に向けた小中連携の研究
一中学校から見たとらえ方に焦点をあててー
学校力開発コース (12220919) 伊藤潤
小学校から中学校に進学する過程で，多くの児童生徒が生活環境や学習方法等にギャッ
プを感じて不適応に陥る中1ギャッフ。の問題が喫緊の課題となっている。中 1ギャップの
問題は小中学校にまたがった問題で、ある。そこで，本研究では，県内の中学1年生や中学
校教員を対象に行ったアンケート調査を基に，中学校から見た中 1ギャッフ。の実態に迫り，
中lギャッフ。の克服に向けてどのような小中連携が有効なのかを明らかにする。
〔キーワード] 中1ギャップ，小中連携， 意識のずれ
1 問題の所在と方法
(1) 問題の所在及ひ噺究の背景
「中 1ギャップ」とは， I小学校から中学校に
大きく環境が変化する過程で，多くの児童生徒が
生活環境，授業の形式や内容，学習の方法にギャ
ッフ。を感じ，不登校，いじめ，学習意欲の低下な
どの不適応現象を引き起こしている状況J(赤鹿，
2009)のことである。平成23年度「児童生徒の問
題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査J(文部
科学省， 2012)によると，不登校の児童生徒数は
小学6年生で7.522名であるのに対し，中学1年
生では21.895名と約3倍近く増加する。
筆者は，これまで中学校教員として，小中学校
の指導方法や学習方法の違い，人間関係の変化な
ど，小中間の段差に悩み，中 1ギャッフ。の状態に
陥った生徒と毎年のように関わってきた。小中間
の段差を特に問題とせずに乗り越える生徒も多い。
だが，段差に不安や戸惑いを持っと学校への不適
応を引き起こし，中1ギャッフ。の状態に陥る生徒
が現れる。中1ギャッフ。は小中学校両方にまたが
った問題で、ある。これまで多くの小中学校が中 1
ギャッフo克服に向けた小中連携の取り組みを行っ
てきた。その具体例として，中学校への体験入学
や児童生徒の情報交換会，小中間の授業交流など
がある。しかし，このような取り組みも，小中間
の連携機会の少なさ，連携相手についての理解不
足などにより有効に働いていない。
(2)研究の目的と方法
本研究は，中学1年生や中学校教員を対象とし
たアンケートを基に，中 1ギャッフ。克服に向けて
どのような小中連携が有効なのかを明らかにする
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ことが目的である。本研究では，中学校から見た
とらえ方に焦点をあてる。結果の分析を通し，中
lギャッフ。についての生徒と中学校教員の実態に
迫り，今後の研究の方向性を検討する。
2 先行研究の検討
(1) 中1ギャップの研究
赤鹿 (2009)は，小中連携・一貫教育のあり方
を中心とした中 1ギャッフ。の研究を行っている。
赤鹿は，この研究の中で，次の二点を指摘してい
る。第一に， Iカリキュラム・教育活動上の問題j
「指導法上の違いの問題JI生徒指導をめぐる問
題」の三つの問題が中 1ギャッフ。の大きな要因と
なっている点である。第二に， I中lギャッフoの克
服に向け，小中学校間の段差を低くして不安を解
消する取り組みに加え，段差を乗り越える力を子
ども自身に身につけさせ，段差を成長への弾みに
変えていく『両にらみの連携・一貫教育』を行う
ことが重要であるj点である。
赤鹿は，中 1ギャッフ。の鞘敷や要因について多
くの資料文献を基に分析し，中 1ギャッフ。の研究
をわかりやすくまとめている点では意義のあるも
のといえる。ただ，赤鹿の研究は，中 1ギャッフ。
について実態把握からの分析がなく，多くの資料
文献を参照にした網羅的な研究にとどまっている。
中1ギャッフ。の研究を進めるには，児童生徒や小
中学校教員対象のアンケート調査を基に，中 1ギ
ャッフ。の実態把握を行うことが重要である。
(2) 中1ギャッブロにかかわる実態把握
宮崎県西都市の妻中学校区では，中1ギャップ
にかかわる児童生徒や教員の意識を把握するため
のアンケ}ト調査を2007年に実施している。児童
生徒の調査結果から，中判交入学前に不安だった
こととして， r成績Jr授業Jr宿題Jの割合が高く，
主に学習面に強い不安を持っていたことが明らか
になった。小中教員の調査結果からは， r生徒指導
面を基盤とした教育」が小中連携で最も重視すべ
き観点と考えていることが明らかになった。
京都市では，小中連携教育についての実態を把
握するため，京都市内の全小中学校教員を対象と
したアンケート調査を2004年に実施している。調
査結果から，小中教員とも現勤務校の小中連携は
充実していないと感じていることが明らかになっ
た。その理由として， r話し合いが十分になされて
いなしリ「相判交種の取り組みを理解していなしリ
などが挙げられている。
宮崎県西都市の妻中学校区のアンケー ト調査
からは，生徒が中学校入学前に感じていた不安要
素や小中教員の小中連携の意識については具体的
に把握できる。ただ，中学入学前に学習面に?齢、
不安を持っている傾向を示した生徒の実態に対し，
学習面からの中 1ギャッフ。の考察が十分になされ
ていない。京都市のアンケート調査からは，小中教
員の小中連携の意識については具体的に把握で、き
るが，教員の視点からの分析や考察に限定されて
いる。児童生徒と小中教員両方の視点からアンケ
ート調査を実施し，実態把彊を基に中 lギャップ
克服のための小中連携の方策を考える必要がある。
3 実践と結果(明らかになったこと)
先行研究の検討を踏まえ，2012年 1月から 12
月までの期間，山形県内の都市部にあるA中学校
及び農村部にあるB中学校で，中学1年生と中学
校教員を対象と した 「中1ギャッフ。や小中連携に
かかわる実態を把握するためのアンケ}ト調査」
を行った。結果は以下の通りである。
(1)中学1年生対象のアンケート結果について
対象者 ・都市部にある山形県内A中学校 (174人)
・農村部にある山形県内B中学校 (52人)
No 質問 回答 A中学校 B中学校
① 中学校入学 どちらかというk楽しみ 39% 44% 
前の意識 どちらかという左不安 37% 29% 
どちら止もいえない 24% 27% 
② 中学校生活 学習する内容 32人 4人
で楽しみだ 友だち関係 97人 42人
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ったこと 部活動 127人 40人
(複数回答) 学校行事 98人 40人
③ 中学校生活 学習する内容 102人 38人
で不安だっ 成績 124人 44人
たこと 友だち関係 71人 1 2人
(i基数回答) 先輩との関係 72人 22人
③ 現在の中学 楽しし、 45% 59% 
校生活は楽 どちらかというと 40% 35% 
しいですか 楽しい
どちらかとし、うと 12% 6% 
楽しくない
楽しくない 3% 0% 
⑤ 中学校生活 信頼できる友だち 61人 22人
が楽しいと がし、るから
感じている 部活動が楽しいか 39人 9人
理由 1) ら
⑥ 中学校生活 信頼できる友だち 2人 2人
が楽しくな がし、なし、から
いと感 じて 授業があまりわか 6人 1人
いる理由 らなし、から
2) 宿題が多いから 5人 0人
(2)中学校教員対象のアンケート結果について
対象者 ・都市部にある山形県内A中学校 (31人)
・農村部にある山形県内B中学校 (18人)
No 質問 回答 A中学校 B中学校
① 中 lギヤツ 必要だと思う 100 % 94% 
プ克服のた
めに小中速 必要だと息わない 0% 6% 
携は必要か
② 中 lギヤツ -日常的な生徒の様子観察
プに陥った -面談 ・教育相談 ・カウンセリング
生徒の指導 -生徒の人間関係づくりのサポー トのため
支援の方策 のスキル学習やエンカウンター 等
③ 中1ギヤツ 学力の定着や互いの 13% 12% 
プ克服に向 授業の工却増
けた小中連 生徒の愛かな人 30% 18% 
携の取り組 間性の育成
みで重視す 生徒指導上の児童生 20% 28% 
ベき観点 徒の深い醐平
④ 現勤務校の 充実している 0% 17% 
小中連携の どちらかとい う 26% 33% 
充実度 と充実している
どちらかというと充 55% 44% 
実していない
充実していない 19% 6% 
⑤ 現勤務校の小 小学校の取り組みを 10人 2人
中連携が充実 出量できてなし、
していない理 小中連携の意義が共 9人 1人
由 3) 通理解できていない
⑥ 連携相手の小 子どもの学力の実態 19% 16% 
学校の取り級 や学習指導方法
みについて知 児童生徒の生徒指導 43% 66% 
りたい情報 についての実態
⑦ 小中連携の 話し合う回数や時間 42% 50% 
議潤 があまりない
小中間の指導方 29% 31% 
法にずれがある。
(3)アンケート調査より明らかになったこと
中l対象のアンケートから，次の三点が明らか
になった。
第一に，中学校入学前に学習面に不安を持って
いた生徒が多い点である。それは，③の質問でA'
B中学校ともに「学習する内容JI成績」を選んだ
人数が多いことからわかる。特にB中学校は，②
の質問で「学習する内容」を選んだ人数が4人と
極端に少なく，③の質問でも「学習する内容jは
38人 (B中全体の73%)，I成績」は4人 (B中
全体の85%)と高い割合を示した。
第二に， A中学校の方がB中学校に比べ， I友
だち関係」に強し¥不安を感じていた点で、ある。それ
は，③の質問で「友だち関係」を選んだ人数が 71
人 (A中全体の41%)と多いことからわかる。③
の質問で「先輩との関係」と回答した人数は， A' 
B中学校とも多く，割合は40%台でほとんど差が
ないことがわかった。
第三に，中学校生活を楽しく送っている生徒が
多い点である。それは，④の質問で「楽しいJIど
ちらかというと楽しい」のどちらかを選んだ割合
がA'B中学校とも八割以上を占めていることか
らわかる。⑤の質問では信頼できる友だちの存在
や部活動を選んでいる人数が多かったO ただ，⑥
の質問で「授業があまりわからないからJI宿題が
多いから」を選んでいる生徒がおり，中学校入学
後も学習面に不安やギャッフ。を持っていることが
わかった。
中学校教員対象のアンケートから，次の二転が
明らかになった。
第一に， I生徒理解・生徒指導面Jを重視した
270 
指導を行っている教員が多い点で、あるO それは，
A'B中学校とも，②の質問で「生徒理解・生徒
指導面」を重視する記述が最も多いことや③の質
問で「生徒の豊かな人間性の育成JI生徒指導上の
児童生徒の深い理解」の回答の割合が上位を占め
ていること，⑥の質問で「児童生徒の生徒指導につ
いての実態」が最も高い割合であることからわか
る。一方，③の質問で「学力の定着や互いの授業
の工夫改善」を，⑥の質問で「子どもの学力の実
態や学習指導方法Jを選んだ割合はA'B中学校
とも 10%台にとどまり，学習面の取り組みや情報
があまり重視されていないことがわかった。
第二に，現勤務校の小中連携は充実していない
と感じている教員が多い点である。それは，④の
質問で「どちらかというと充実していなしリ「充実
していなしリのどちらかを回答した割合が， A' 
B中学校とも五割以上と高いことからわかる。特
にA中学校では，⑤の質問で「小学校の取り組み
を把握できていない」が10人， I小中連携の意義
が共通理解できていなしリが9人と多く，小中連
携が充実していないという認識をより強く持って
いることがわかった。⑦の質問では「話し合う回
数や時聞がないJI小中間の指導方法にずれがあ
る」を選んだ教員の割合もA'B中学校ともに高
いことがわかった。
4 考察
アンケート調査より明らかになったことにつ
いて，次の三点に整理して考察する。
第一に，中 1ギャッフ。についての生徒と中学校
教員との「意識のずれ」である。生徒は，中学校
入学前から学習面に強い不安を感じながら学校生
活を送っている。一方で、中学校教員は，学習面よ
りも生徒指導・生徒理解面を重視した指導を行っ
ている。中学校教員がそのような指導に重点をお
くのは，中学校がかつて荒れた経験を踏まえ， I生
徒指導が中学生指導の基盤。その基盤を確立させ
てから学習指導Jと考える学校文化が存在してい
るからである。また，多くの教員が，生徒を日常
的に観察する中で，人間関係づくりの困難さが中
1ギャッフ。に陥る主な要素と認識し，生徒理解に
重点的に努めてきたからである。ただ，中 1対象
のアンケート調査からは，生徒たちにとって学習
面で、の不安やギャッフ。が最も大きいことが明らか
になってきた。このような生徒の実態を考えれば，
中学校教員は中 1ギャッフ。の克服に向け，学習指
導をより重視した小中連携の方策を考えていく必
要がある。また， B中学校の生徒の方がA中学校
に比べ，中学校入学前に学習面により強い不安を
感じていた点については，その理由を明らかにす
るため， B中学校の生徒を対象とした再アンケー
トの実施と分析が必要である。
第二に， A中学校の生徒の方がB中学校に比べ，
中学入学前に友だち関係により強い不安を感じて
いた点である。その理由として，複数の小学校か
ら複数の中学校に入学する都市部の事情が考えら
れる。農村部のB中朝交にも複数の小学校から入
学するが，彼らはスポーツ少年団活動や地域行事
などの交流を通し，小学校時代から互いに顔見知
りであることが多い。そのため， B中学校の生徒
は，中学校入学前の友だち関係の不安は少なかっ
たと考えられる。 一方，中学校入学前に「先輩と
の関係Jが不安だったと回答した割合がA・B中
学校とも高い点については，学校の違いに関係な
く，小学校とは違う先輩との上下関係に不安を持
っていたことが考えられる。
第三に，現勤務校の小中連携は充実していない
と感じている中学校教員が多い点である。特にA
中学校の方にその傾向が強い。このことから，複
数の小学校から複数の中学校に入学する都市部の
方が小中連携体制の構築が難しいと考えられる。
また，小中間に指導方法にずれがあると考えてい
る中学校教員が多い点については，筆者自身が体
験した具体的事例を挙げる。中1ギャッフ。の状態
に陥った生徒について協議を行った際，小学校側
は「小学校の時は問題なかった。中学校でもっと
丁寧に指導してくれればこんな状態にはならなか
った。」と主張した。それに対し，中学校側は「小
学校の時から不登校に陥る要因はあった。小学校
時代に学習の基礎基本や社会性をきちんと身につ
けさせなかったことが原因。」と反論した。ここか
ら小中教員の相互批判に至ってしまった。この事
例は，小中連携の機会が少ない現状から，指導方法
や学校文化についての小中相互の理解が不足して
いたことを示している。小中の教員は，中 1ギャ
ッフ。克服に向けた小中連携を行うにあたり，小中
相互の指導方法や学校文化について真塾に理解し
合うことが重要である。そのための手立てとして，
小中が連携する機会を多く確保し，小中の合同研
修や交流活動を密接に行っていく必要がある。
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5 到達点と課題
本研究における到達点を二つ挙げる。
第一に，中 1ギャッフ。に関して生徒と中学校教
員との聞に意識のずれがあることが明らかになっ
たことである。学習面で、の不安やギャッフ。を強く
感じている生徒の実態を考えると，学習指導をよ
り重視した小中連携が有効で、ある。
第二に，現勤務校の小中連携が充実していない
と感じたり，小中学校の教員聞に指導のずれがあ
ると考えている中学校教員が多いことが明らかに
なったことである。その手立てとして，小中の合
同研修や交流活動を密接に行いながら，小中教員
聞の相互理解を図る小中連携が有効である。
この到達点を踏まえ，今後の課題を二つ挙げる。
第一に，本研究では中学校から見た中1ギャッ
プに焦点を当てたが3 今後は小学校教員を対象と
したアンケート調査を実施し，小学校から見た中
lギャップのとらえ方についても研究を進めたい。
第二に，筆者の勤務する中学校区の共通理解の
下，中 1ギャッフo克服に向けた小中連携フoログラ
ムを具体的に検討し，実践していきたい。
注
1)中1対象アンケートの質問④で， r楽しいJrど
ちらかというと楽しいjを回答したA中 (148
人)， B中 (49人)の中の人数
2)中l対象アンケートの質問④で， rどちらかと
いうと楽しくなしリ「楽しくなしリを回答した
A中 (26人)， B中 (3人)の中の人数
3)中学校教員対象アンケートの質問④で， rどち
らかというと充実していなしリ「充実していな
い」を回答したA中 (23人)， B中 (9人)の
中の人数
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